
江
戸
時
代
、
寺
社
参
詣
や
季
節
の
花
の
名
所
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
プ
ッ
ク
「
名

所
案
内
記
」
が
数
多
く
出
版
さ
れ
る
が
、
大
坂
に
お
い
て
も
名
所
案
内
記
が
多
く

刊
行
さ
れ
た
。
な
か
で
も
寛
政
期
刊
行
の
『
摂
津
名
所
図
会
』
、
お
よ
び
安
政
年

間
に
編
纂
さ
れ
た
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
は
、
近
世
後
期
の
大
坂
に
お
け
る
名

所
案
内
記
と
し
て
双
璧
と
い
え
る
史
料
で
あ
る
。
こ
の
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
」

は
、
幕
末
の
大
坂
出
版
界
に
お
い
て
、
一
般
大
衆
の
読
書
要
求
に
応
じ
つ
つ
、
芝

居
関
係
の
書
、
諸
書
へ
の
挿
絵
・
画
図
、
重
宝
記
・
節
用
集
類
、
名
所
図
会
、
読

(
1
)
 

本
や
洒
落
本
・
滑
稽
本
、
ま
た
教
訓
書
の
編
述
と
い
っ
た
多
彩
な
文
筆
活
動
を
行

っ
た
戯
作
者
・
暁
鐘
成
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
同
書
に
は
寺
社
な
ど
の
名
所

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
寛
政
期
刊
行
の
『
摂
津
名
所
図
会
』
と
比
較
す
る
と
大
坂

の
著
名
人
の
墓
碑
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
鐘

成
が
ど
の
よ
う
な
人
物
を
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
と
い
う
名
所
案
内
記
に
掲
載

す
べ
き
人
物
と
し
た
か
、
つ
ま
り
、
大
坂
と
い
う
地
域
を
代
表
す
る
人
物
と
み
て

い
た
か
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
好
資
料
と
い
え
る
。
ま
た
暁
鐘
成
に
は
、
彼

の
編
と
さ
れ
る
『
浪
華
名
家
墓
所
集
』
と
題
す
る
写
本
が
数
種
存
在
す
る
。
こ
の

は

じ

め

に

『
浪
華
名
家
墓
所
集
』
に
は
儒
家
、
俳
諧
師
、
書
家
、
画
家
な
ど
文
芸
人
を
中
心

と
し
た
約
一
二
百
七
十
名
の
忌
日
と
墓
所
が
記
さ
れ
て
お
り
、
『
摂
津
名
所
図
会
大

成
』
と
同
じ
く
、
ど
の
よ
う
な
人
物
を
取
上
げ
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
そ

の
忌
日
・
墓
所
を
記
し
た
の
か
う
か
が
わ
れ
、
興
味
深
い
。
『
摂
津
名
所
図
会
大

成
』
や
『
浪
華
名
家
墓
所
集
』
の
よ
う
な
編
纂
物
の
存
在
は
、
当
時
、
著
名
な
人

物
の
墓
碑
を
訪
れ
る
行
為
、
す
な
わ
ち
墓
の
前
で
故
人
を
偲
び
、
過
去
・
歴
史
に

思
い
を
馳
せ
る
墓
参
り
が
根
付
い
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
こ
の
よ
う
な
故
人
の

遺
徳
を
偲
ぶ
行
為
に
と
も
な
う
文
化
現
象
を
、
こ
こ
で
は
「
掃
苔
文
化
」
と
名
づ

け
る
。そう
た
い

「
掃
苔
」
と
は
、
日
本
国
語
大
辞
典
（
小
学
館
）
に
よ
れ
ば
「
こ
け
を
き
れ
い

に
取
り
去
る
こ
と
。
転
じ
て
、
墓
ま
い
り
」
と
あ
り
、
墓
参
の
こ
と
を
意
味
す

る
。
墓
参
り
と
い
え
ば
、
忌
日
ま
た
は
孟
蘭
盆
会
や
彼
岸
に
、
先
祖
や
有
縁
の
故

人
を
追
善
供
養
す
る
た
め
の
墓
参
を
思
い
浮
か
べ
る
が
、
『
東
京
掃
苔
録
』
（
昭
和

十
五
年
）
序
文
に
「
故
人
を
追
慕
し
時
代
々
々
の
世
相
に
ふ
れ
な
が
ら
墓
所
を
探

る
の
は
愉
し
い
事
で
あ
る
。
偶
々
人
が
気
づ
か
な
か
っ
た
の
を
見
出
し
た
時
の
添

な
さ
は
、
探
墓
を
経
験
し
た
人
の
み
が
し
る
悦
び
で
あ
る
。
ま
た
此
処
に
あ
る
筈

の
が
失
は
れ
て
ゐ
た
時
な
ど
は
、
僅
に
遺
る
故
人
の
忍
草
が
根
こ
そ
ぎ
枯
れ
た
思

ひ
で
、
何
物
に
も
普
へ
が
た
い
寂
し
さ
に
陥
る
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ

明
和
ー
享
和
期
の
大
坂
に
お
け
る
墓
碑
探
訪
と

内

「
掃
苔
文
化
」

海

寧

子
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う
に
、
「
掃
苔
」
と
は
、
む
し
ろ
、
著
名
人
ゆ
か
り
の
地
を
探
訪
し
、
墓
碑
・
建

碑
の
前
で
故
人
を
回
顧
す
る
と
い
っ
た
文
化
的
行
為
を
指
す
。

こ
の
よ
う
な
掃
苔
の
プ
ー
ム
が
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
み
ら
れ
た
。
掃
苔

雑
誌
『
見
ぬ
世
の
友
』
が
明
治
三
十
三
年
六
月
に
東
京
掃
墓
会
か
ら
創
刊
さ
れ
た

(
2
)
 

が
、
そ
れ
以
前
に
、
「
掃
苔
会
」
と
い
う
会
が
存
在
し
て
い
た
。
明
治
四
十
三
年

に
は
、
京
都
に
お
け
る
墓
所
集
『
平
安
名
家
墓
所
一
覧
』
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
翌

年
、
宮
武
外
骨
が
先
に
触
れ
た
暁
鐘
成
『
浪
華
名
家
墓
所
集
』
を
再
編
し
、
『
浪

華
名
家
墓
所
記
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
八
年
に
は
『
阿
波
名
家
墓
所

集
』
の
刊
行
と
、
各
地
で
墓
所
集
編
纂
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
七

年
十
一
月
に
は
雑
誌
『
掃
苔
』
が
創
刊
さ
れ
、
ま
た
、
夏
目
漱
石
の
弟
子
・
藤
浪

和
子
が
『
東
京
掃
苔
録
』
を
昭
和
十
五
年
に
刊
行
し
て
い
る
。
「
掃
苔
文
化
」
が

近
世
後
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

近
年
、
記
念
碑
や
地
誌
、
ま
た
名
所
・
観
光
地
に
関
す
る
研
究
が
活
発
に
な
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
地
域
社
会
に
お
け
る
史
蹟
や
地
誌
、
名
所
の
意
義
を
検
討

し
、
地
域
結
合
の
契
機
や
外
部
に
対
す
る
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
ー
の
表
れ
と

発
信
と
い
っ
た
視
点
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
『
摂
津
名
所
図
会
大

成
』
や
『
浪
華
名
家
墓
所
集
』
に
見
ら
れ
る
大
坂
人
顕
彰
と
も
い
え
る
墓
碑
記
述

が
、
ど
の
よ
う
な
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
、
「
掃
苔
文
化
」
と
い
う
視
点
か
ら

名
所
案
内
記
を
検
討
し
て
み
た
い
。
と
く
に
寛
政
期
の
『
摂
津
名
所
図
会
』
と
安

政
期
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
の
約
六
十
年
の
間
に
は
、
墓
碑
に
対
す
る
認
識
の

変
化
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
が
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
刊
行
前
後
の
明
和
ー
享

和
期
に
大
坂
を
訪
れ
た
人
々
（
と
く
に
江
戸
の
人
々
）
の
日
記
・
随
筆
を
手
が
か

り
に
、
明
和
期
か
ら
安
政
期
に
い
た
る
「
掃
苔
文
化
」
の
流
れ
を
確
認
す
る
。

た
い
。 こ

こ
で
は
、
大
坂
に
滞
在
し
た
一
＿
一
人
の
来
坂
者
の
記
録
か
ら
、
墓
碑
探
訪
に
つ

い
て
み
て
み
た
い
。
明
和
六
年
（
一
七
六
九
年
）
か
ら
安
永
三
年
（
一
七
七
四

年
）
に
大
坂
に
滞
在
し
た
関
宿
藩
士
・
池
田
正
樹
と
、
享
和
元
年
(
-
八
0
1

年
）
幕
府
か
ら
銅
座
勤
務
の
命
を
受
け
在
坂
し
た
大
田
南
畝
、
そ
し
て
享
和
二
年

（
一
八
0
―
一
年
）
上
方
旅
行
で
大
坂
に
十
日
間
滞
在
し
た
曲
亭
馬
琴
そ
れ
ぞ
れ
の

日
記
・
随
筆
か
ら
、
大
坂
に
お
け
る
訪
碑
行
為
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

三
者
の
大
坂
に
お
け
る
訪
碑
状
況
を
示
し
た
の
が
【
表
l
】
訪
碑
対
照
表
で
あ

る
。
池
田
正
樹
と
大
田
南
畝
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
時
の
大
坂
の
ガ
イ
ド
プ
ッ
ク
と
も

い
え
る
地
誌
を
参
考
に
名
所
を
訪
れ
て
い
た
（
後
述
）
。
そ
の
こ
と
か
ら
【
表
1
】

で
は
寛
政
八
年
・
十
年
刊
行
の
『
摂
津
名
所
図
会
』
と
安
政
年
間
編
纂
の
『
摂
津

名
所
園
会
大
成
』
に
記
さ
れ
た
墓
・
塚
な
ど
の
石
碑
を
も
と
に
三
者
の
訪
碑
地
を

あ
わ
せ
て
表
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
池
田
正
樹
が
大
坂
に

滞
在
し
た
明
和
•
安
永
初
期
か
ら
大
田
南
畝
が
滞
在
す
る
享
和
元
年
ま
で
の
約
―
―
―

十
年
の
間
に
、
大
坂
に
お
け
る
名
所
案
内
記
の
集
大
成
と
も
い
え
る
『
摂
津
名
所

図
会
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
摂
津
名
所
図
会
』
が
、
そ
の
刊
行

後
に
大
坂
を
巡
覧
す
る
人
々
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
【
表
l
＿
の
南
畝
の

訪
碑
地
が
『
摂
津
名
所
図
会
』
に
掲
載
さ
れ
た
地
と
重
な
る
こ
と
か
ら
も
見
て
取

れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
以
下
、
三
者
の
訪
碑
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
み
て
い
き

一
、
池
田
正
樹
・
大
田
南
畝
・
曲
亭
馬
琴
に
よ
る
訪
碑
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石
碑
・
塚
な
ど
何
ら
か
の
形
あ
る
築
造
物
と
し
て
存
在
す
る
も
の
の
み
取
り
上
げ
た
。

基
本
的
に
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
」
の
読
み
に
従
っ
て

50
音
順
に
入
力
。
場
所
も
同
書
の
記
述
に
従
っ
た
が
、
相
違
が
み
ら
れ
た
も
の
は
、
以
下
の
注
記
に
『
摂
津
名
所
図
会
』
の
場
所
記
述
を
あ
げ
る
。
（
＊
注
l
)
福

島
（
＊
注
2
)
南
田
邊
（
＊
注
3
)
長
堀
高
橋
新
平
野
町
（
＊
注
4
)
今
宮
村
。
以
上
は
関
連
の
旧
蹟
の
み
で
碑
は
な
し
。

0
は
訪
碑
、
△
は
実
際
に
は
訪
れ
な
か
っ
た
が
記
述
が
あ
る
も
の
。

(
-
）
池
田
正
樹
の
訪
碑

(
4
)
 

池
田
正
樹
は
、
多
治
比
郁
夫
氏
執
筆
の
『
難
波
噺
』
解
題
に
よ
る
と
、
下
総
国

関
宿
藩
久
世
出
雲
守
広
明
の
家
臣
。
明
和
六
年
九
月
、
藩
主
が
大
坂
城
代
に
任
命

さ
れ
、
藩
主
に
従
い
来
坂
す
る
。
そ
の
在
坂
中
の
見
聞
録
を
『
難
波
噺
』
と
し
て

執
筆
し
て
い
る
。
『
難
波
噺
』
は
十
巻
十
冊
の
写
本
で
、
明
和
六
年
十
一
月
四
日

の
江
戸
出
立
に
起
筆
し
、
安
永
三
年
十
二
月
ま
で
の
五
年
ニ
ヶ
月
の
記
録
で
あ

る
。
正
樹
は
父
母
と
と
も
に
着
坂
（
母
は
明
和
七
年
大
坂
で
没
）
し
、
安
永
二
年

に
は
在
坂
の
ま
ま
家
督
を
相
続
し
て
い
る
。
「
難
波
噺
』
に
は
、
正
樹
の
在
坂
中

の
名
所
旧
跡
見
物
や
芝
居
見
物
が
記
さ
れ
、
ま
た
木
村
兼
腹
堂
の
も
と
に
何
度
か

足
を
運
び
談
話
し
た
様
子
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
序
文
に
「
今
、
世
の
中
を
わ

た
り
く
ら
べ
て
知
る
と
い
ふ
も
、
古
歌
に
似
た
る
や
う
な
れ
ど
も
、
夫
は
昔
し
心

あ
る
人
の
詠
と
か
や
。
予
ハ
故
郷
を
別
れ
て
遠
く
来
り
し
か
ひ
に
、
せ
め
て
み
て

の
ミ
や
人
に
か
た
ら
ん
と
思
ふ
」
と
あ
る
よ
う
、
古
歌
か
ら
そ
の
地
（
名
所
）
を

判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
が
今
、
実
際
に
見
聞
き
し
た
こ
と
を
記
そ
う

と
し
た
見
聞
録
で
あ
る
。

と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
〈

で
は
、
正
樹
の
訪
碑
地
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
正
樹
の
掃
苔
を
順
に
あ
げ
る

〉
内
に
一
日
の
主
な
巡
覧
先
を
記
し
た
（
以

下、大田南畝・曲亭馬琴も同じ）。

£ 
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下
寺
町
浄
国
寺
・
タ
霧
墓

(6) 

九
月
六
日
〈
一
心
寺
↓
中
寺
町
正
法
寺
〉

六
月
二
日
〈
巡
覧
先
不
明
〉

鶯
塚
、
江
口
村
・
石
碑
、
西
行
塔
、
遊
女
の
墓

四
月
二
十
六
日
〈
江
口
〉

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

三
月
一
日
〈
垣
内
氏
同
道

家
隆
卿
の
墓

四
天
王
寺
↓
阿
部
野
街
道
↓
万
代
の
池
↓
住
吉
〉

四
月
二
十
八
日
〈
平
野
↓
葛
井
寺
参
詣
↓
誉
田
八
幡
↓
道
明
寺
↓
玉
手
山
〉

平
野
・
安
藤
治
右
衛
門
公
石
塔
、
道
明
寺
途
中
・
後
藤
又
兵
衛
墓

明
和
九
年
（
一
七
七
二
）

一
心
寺
•
本
多
雲
州
侯
の
碑
、
家
士
の
墓
、
法
然
上
人
の
墓
、

中
寺
町
正
法
寺
・
雁
金
文
七
、
極
印
屋
干
右
衛
門
墓

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）

三
月
晦
日
〈
大
仁
村
〉

大
仁
村
・
王
仁
塚

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）

五
月
一
日
〈
村
井
氏
・
鈴
木
氏
同
道

河
内
国
四
条
畷
・
楠
正
行
碑
、
雁
塚

訪
碑
日
不
明

野
崎
観
音
↓
四
条
畷
〉

河
内
国
若
江
村
・
木
村
長
門
守
碑
、
山
口
伊
豆
守
碑

こ
こ
で
あ
げ
た
の
は
正
樹
が
見
物
し
た
墓
碑
・
塚
だ
け
で
あ
る
が
、
巡
覧
の
折

―
―
月
二
十
四
日
〈
巡
覧
先
不
明
〉

北
畠
顕
家
卿
の
墓
、
小
町
塚

は
も
ち
ろ
ん
寺
社
な
ど
の
名
所
も
あ
わ
せ
て
見
物
し
て
い
る
。
名
所
見
物
の
途
中

で
自
分
が
見
た
墓
碑
に
つ
い
て
記
録
す
る
が
、
中
に
は
墓
碑
の
図
を
描
く
も
の
も

あ
る
。
正
樹
が
見
た
墓
碑
は
、
鎌
倉
前
期
の
歌
人
で
「
新
古
今
和
歌
集
』
の
選
者

の
一
人
で
あ
る
藤
原
家
隆
の
墓
や
、
「
大
名
塚
」
と
い
わ
れ
る
南
朝
の
公
卿
・
北

畠
顕
家
卿
の
墓
、
四
条
畷
の
古
戦
場
で
は
楠
木
正
行
の
碑
を
見
物
し
て
い
る
。
ま

た
、
大
坂
夏
の
陣
で
戦
死
し
た
安
藤
治
右
衛
門
、
同
じ
く
本
多
忠
朝
の
墓
や
、
豊

臣
方
の
後
藤
又
兵
衛
墓
、
若
江
の
木
村
重
成
の
墓
、
山
口
伊
豆
守
重
信
の
墓
も
見

物
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
に
は
訪
れ
て
い
な
い
が
「
塙
園
右
衛
門
塚
、
泉
州
下

樫
井
町
北
の
端
に
有
。
（
略
）
事
ハ
砕
玉
話
後
篇
に
見
ゆ
。
濱
野
氏
云
、
右
塚
の

近
所
に
淡
ノ
輪
六
郎
兵
衛
墓
有
」
と
夏
の
陣
・
樫
井
合
戦
の
史
跡
や
矢
田
郡
坂
本

村
の
水
戸
光
囲
が
再
建
し
た
楠
木
正
成
の
墓
、
平
清
盛
・
重
盛
の
石
塔
な
ど
、
書

物
や
人
か
ら
聞
い
た
墓
碑
の
情
報
も
記
述
し
て
い
る
。
正
樹
の
訪
碑
地
は
、
阿
部

野
街
道
沿
い
の
古
塚
や
、
鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
伝
承
を
も
つ
塚
、
ま
た
大
坂
の
陣

の
戦
跡
に
お
け
る
武
将
の
墓
の
見
物
が
主
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
は
謡
曲
「
江
口
」

で
知
ら
れ
る
江
口
村
で
西
行
の
塔
・
遊
女
妙
の
墓
を
見
物
し
、
大
坂
新
町
の
名
妓

夕
霧
の
墓
も
見
物
し
て
い
る
。

次
に
、
正
樹
の
訪
碑
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

五
月
朔
日
、
村
井
氏
、
鈴
木
氏
を
伴
ひ
、
朝
四
ツ
時
前
宿
を
出
、
河
州
野
崎

観
音
大
坂
よ
り
三
里
也
ま
で
参
詣
す
。
（
略
）
そ
れ
よ
り
同
国
四
條
縄
手
に
い
た

り
、
楠
正
行
の
碑
此
所
古
戦
場
、
又
此
邊
を
か
り
や
村
と
云
を
見
た
り
。
（
略
）
碑
の

か
た
ち
左
に
図
す
。
（
図
略
）
愛
も
又
四
條
な
れ
バ
、
み
や
こ
ど
を
り
の
む

か
し
を
思
ひ
、
い
ざ
こ
と
、
は
ん
と
賤
家
に
立
よ
り
、
此
ほ
と
り
に
正
時
の

碑
の
あ
り
や
な
し
や
と
尋
侍
り
し
に
、
さ
だ
か
に
答
ふ
る
人
だ
に
な
し
。
さ

れ
ど
こ
、
は
か
り
や
村
、
あ
れ
な
る
碑
よ
り
北
に
あ
た
り
て
贋
塚
の
あ
る
よ
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し
い
へ
る
ゆ
へ
尋
求
め
し
に
、
堤
の
う
へ
に
碑
有
。
贋
塔
と
刻
め
る
碑
文
あ

り
。
愛
に
略
す
。
碑
の
形
左
に
図
す
。
（
図
略
）
又
今
の
塔
ハ
寛
延
年
中
に

再
建
し
た
り
し
と
ぞ
。
庄
野
氏
云
。
河
州
に
四
條
縄
手
と
い
ふ
所
三
ヶ
所

有
。
其
地
ご
と
に
楠
氏
の
墓
と
い
ふ
も
の
あ
り
と
。
予
云
、
然
れ
ど
も
今
か

り
や
村
に
有
碑
を
正
行
の
碑
と
す
。

（
『
難
波
噺
』
後
篇
巻
之
五
•
安
永
三
年
五
月
朔
日
）

河
内
国
四
条
畷
の
楠
木
正
行
の
古
戦
場
跡
を
見
物
後
、
正
行
の
墓
が
他
に
も
あ

る
と
聞
か
さ
れ
た
正
樹
は
「
予
云
、
然
れ
ど
も
今
か
り
や
村
に
有
碑
を
正
行
の
碑

と
す
」
と
自
分
が
見
物
し
た
碑
が
本
当
の
正
行
の
碑
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

楠
木
正
行
の
墓
が
苅
谷
村
に
あ
る
と
い
う
情
報
は
『
河
内
志
』
（
享
保
二
十
年
刊
）

に
み
ら
れ
、
正
樹
は
地
誌
の
情
報
を
信
頼
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
大
田
南
畝
の
訪
碑

幕
臣
で
あ
り
、
狂
歌
師
・
戯
作
者
の
大
田
南
畝
は
享
和
元
年
、
大
坂
の
銅
座
勤

務
の
命
を
受
け
、
三
月
十
一
日
に
着
坂
、
南
本
町
五
丁
目
の
通
称
米
屋
町
に
旅
宿

し
て
一
年
間
大
坂
に
滞
在
し
て
い
る
。
滞
在
中
の
大
坂
巡
覧
の
様
子
は
、
南
畝
著

作
の
日
記
『
蔵
の
若
葉
』
（
写
本
）
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
年
間
の
滞
在

中
、
四
天
王
寺
や
住
吉
と
い
っ
た
大
坂
を
代
表
す
る
名
所
に
何
度
か
足
を
運
び
、

ま
た
各
社
の
夏
祭
り
、
紅
葉
見
物
と
い
っ
た
四
季
の
風
物
を
楽
し
ん
で
い
る
が
、

特
に
滞
在
後
半
に
は
、
文
芸
の
友
を
得
て
遊
覧
．
聯
句
の
催
し
に
参
加
し
て
い

(
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る
。
以
下
に
そ
の
訪
碑
地
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

享
和
元
年
(
-
八
O
1

)

 

三
月
二
十
二
日
〈
道
頓
堀
↓
法
善
寺
↓
千
日
墓
所
↓
難
波
村
・
瑞
竜
寺
〉

法
善
寺
・
浄
瑠
璃
太
夫
の
墓
、
蛾
鳳
墓
、
千
日
墓
所
・
行
基
菩
薩
開
基

寺〉 善
寺
〉

の
石
碑
、
相
撲
取
な
ど
の
墓
、
瑞
竜
寺
・
淡
々
翁
の
墓
、
芭
蕉
塚

三
月
二
十
五
日
〈
野
田
の
藤
↓
春
日
社
↓
妙
徳
寺
（
五
百
羅
漢
）
↓
久
安
寺
↓
了
徳

院
↓
梅
田
墓
所
↓
曽
根
崎
新
地
↓
法
清
寺
↓
神
明
宮
↓
大
融
寺
〉

野
田
春
日
社
・
足
利
将
軍
義
詮
公
の
碑
、
曽
路
利
由
緒
庵
の
碑
、
法
清

寺
・
遊
女
か
し
く
墓

三
月
二
十
六
日
〈
真
言
坂
生
玉
九
ヶ
院
↓
弁
天
社
↓
生
玉
神
社
↓
月
江
寺
↓
四
天

王
寺
↓
一
心
寺
↓
新
清
水
寺
↓
勝
曼
院
↓
浄
国
寺
〉

月
江
寺
・
し
ゃ
み
せ
ん
塚
、
宗
因
四
世
勃
翁
墓
、

墓
、
家
隆
卿
墓
、
浄
国
寺
・
タ
霧
墓

三
月
二
十
九
日
〈
高
津
神
社
↓
円
珠
庵
〉

高
津
社
・
高
台
之
頌
碑
、
円
珠
庵
・
契
沖
墓

〈
天
満
天
神
社
↓
九
昌
院
↓
源
八
渡
↓
母
恩
寺
↓
大
長
寺
↓
内
平

野
神
明
宮
〉

鶴
塚
、
大
長
寺
・
鯉
塚
、
紙
屋
治
兵
衛
•
紀
伊
国
屋
小
春
墓

四
月
八
日
〈
孔
雀
茶
屋
↓
遊
行
寺
↓
合
法
が
辻
↓
四
天
王
寺
（
灌
仏
会
）
↓
茶
臼

山
↓
安
井
天
神
↓
新
清
水
〉

遊
行
寺
・
芭
蕉
翁
墓
、
新
清
水
坂
下
・
油
煙
斎
貞
柳
墓
、

花
碑

四
月
十
四
日

一
本
亭
芙
蓉

〈
三
津
八
幡
宮
↓
難
波
村
・
牛
頭
天
王
社
↓
瑞
竜
寺
↓
千
日
・
法

法
善
寺
・
＿
―
-
勝
墓
、
竹
本
播
磨
少
橡
（
二
代
目
義
太
夫
）
墓

四
月
二
十
一
日
〈
森
宮
↓
仁
徳
天
皇
宮
↓
宰
相
山
・
三
光
宮
↓
小
橋
寺
町
↓
誓
願

誓
願
寺
・
中
井
梵
庵
墓
、
西
鶴
墓

四
月
五
日

一
心
寺
•
本
多
忠
朝
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す） 松
虫
塚
、
北
畠
顕
家
卿
墓
、
播
磨
塚
、
（
小
町
塚
・
萱
草
塚
は
見
過
ご

五
月
二
十
日

九
月
三
日

〈
毘
沙
門
堂
↓
佐
伯
宅
訪
問
↓
阿
部
野
道
↓
万
代
池
↓
難
波
屋
の

七
月
七
日

五
月
五
日

〈
長
柄
村
↓
薬
師
堂
村
・
源
立
寺
（
自
楽
法
師
を
訪
問
）
↓
崇
禅
寺

↓
江
口
の
君
堂
〉

鶯
塚
、
崇
禅
寺
・
義
士
墓
、
江
ロ
・
君
塚
、
西
行
塚
、
歌
塚

〈
難
波
御
堂
の
御
座
敷
見
物
〉

難
波
御
堂
・
椀
久
手
水
鉢

〈
お
茶
湯
地
蔵
↓
玉
造
豊
津
稲
生
社
↓
仁
徳
天
皇
宮
↓
姫
古
曽
社

↓
舎
利
寺
↓
河
堀
口
↓
逢
阪
の
清
水
〉

頼
光
矢
文
塚
、
胞
衣
墳

松
↓
堺
・
妙
国
寺
な
ど
堺
巡
覧
〉

日
記
の
書
き
出
し
は
着
坂
十
日
後
の
三
月
二
十
一
日
か
ら
始
ま
る
が
、
そ
の
日

は
難
波
御
堂
（
南
御
堂
）
・
座
摩
神
社
・
津
村
御
坊
（
北
御
堂
）
・
御
霊
社
と
、
早

速
、
市
中
の
主
な
寺
社
を
見
物
し
て
い
る
。
墓
碑
記
述
が
出
て
く
る
の
は
そ
の
翌

日
か
ら
で
あ
り
、
訪
碑
活
動
は
滞
在
の
前
半
期
に
多
く
見
ら
れ
る
。
南
畝
の
訪
碑
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傾
向
は
池
田
正
樹
が
訪
れ
た
謡
曲
の
舞
台
で
あ
る
江
口
や
古
塚
も
訪
れ
る
か
、

【表
1
】
か
ら
も
「
摂
津
名
所
図
会
』
掲
載
の
墓
碑
・
塚
を
主
に
見
物
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
南
畝
は
『
摂
陽
群
談
』
『
難
波
丸
』
『
難
波
鑑
』
『
畿
内
治

河
記
』
『
泉
州
志
』
『
堺
鑑
』
な
ど
の
地
誌
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

(
9
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が
、
【
表
2
】
に
み
る
よ
う
に
『
摂
津
名
所
固
会
」
の
引
用
回
数
が
格
段
に
多

く
、
刊
行
さ
れ
て
ま
だ
間
も
な
い
『
摂
津
名
所
図
会
』
を
頻
繁
に
利
用
し
、
訪
碑

の
手
引
き
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
南
畝
の
訪
碑
に
対
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
記
述
を
み
て
み
よ
う
。

表2 『薩の若葉」における地誌・名所案内記の引用

No 書 名 引用回数 刊行年 西暦 著者

l 名所図会（摂津名所図会） 16 寛政8・10年 1798 秋里籠島

2 摂陽群談 6 元禄 11年 1701 岡田漢志

3 難波丸（改定増補難波丸網目） 5 延享5年 1748 志田垣与助

4 名勝図会 3 

5 畿内治河記 2 新井白石

6 難波鑑 2 延宝8年 1680 ー無軒道冶

7 堺鑑 1 貞享元年 1684 衣笠一閑

8 四天王寺法筵略記 1 ， 住吉詣の記 1 

10 泉州志 1 元禄 13年 1700 石橋直之

11 浪花の梅（狂歌絵本浪花のむめ） 1 寛政 11年 1799 白縁斎梅好

12 みをつくし l 寛政 10年 1798 浪華散人

摂津名所図会引用合計 21 

『薩の若葉Jで南畝があげた地誌・名所案内記の使用回数をあげた。但し、南畝による記入と断定できない欄外
書き入れの書名はその対象としない。
書名Na!「名所図会」は、その記述内容から『摂津名所図会」である。
書名Na4「名勝図会」については、『住吉名勝図会」が寛政6年に刊行されているが、南畝の引用文との照合によ
り「摂津名所図会」であると判断した。また書名 No.8、No.9については「摂津名所図会」がこの2書を引用し
ていることから、これらについても南畝は『摂津名所図会」を参照していると考え、最終的に合計としてカウン
トした。
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浄
国
寺
と
い
ふ
寺
に
遊
女
夕
霧
が
墓
あ
り
と
い
ふ
事
、
か
ね
て
き
、
つ
れ

ば
、
と
あ
る
家
の
か
ど
に
た
て
る
女
に
と
ふ
に
、
浄
国
寺
は
い
づ
こ
に
や
と

い
へ
ば
、
む
か
ひ
な
る
二
軒
め
の
寺
こ
そ
そ
れ
な
れ
と
い
ふ
に
、
例
の
事
こ

の
む
癖
や
み
が
た
く
た
ち
い
り
て
み
れ
ば
、
堂
の
左
の
方
の
墓
の
中
に
あ

（
『
董
の
若
葉
』
＿
―
-
月
二
十
六
日
）

り鳥
居
の
前
（
四
天
王
寺
）
に
下
馬
の
石
表
た
て
り
。
う
ら
に
寛
永
十
四
丁
丑

年
閏
三
月
十
五
日
と
、
ほ
の
か
に
み
ゆ
。
（
『
薩
の
若
葉
」
三
月
二
十
六
日
）

「
例
の
事
こ
の
む
癖
」
と
あ
る
よ
う
に
、
南
畝
の
「
掃
苔
家
」
ぶ
り
が
う
か
が

え
る
が
、
四
天
王
寺
参
詣
の
記
述
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
墓
碑
だ
け
で
な
く
、
石

碑
と
見
る
や
側
に
近
寄
っ
て
観
察
し
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
な

い
石
碑
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
観
察
し
て
い
る
。

訪
碑
の
中
で
も
特
徴
的
な
の
は
、
芭
蕉
（
元
禄
七
年
大
坂
で
没
）
を
は
じ
め
、

狂
歌
師
・
油
煙
斎
貞
柳
の
墓
（
享
保
十
九
年
没
）
、
俳
諧
師
・
半
時
庵
淡
々
の
墓

（
宝
暦
十
一
年
没
）
等
を
訪
れ
、
さ
ら
に
契
沖
（
元
禄
十
四
年
没
）
や
西
鶴
の
墓

（
元
禄
六
年
没
）
な
ど
四
十
年
前
か
ら
百
年
前
に
大
坂
で
没
し
た
文
芸
人
の
墓
碑

に
注
目
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
様
子
を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
三
月
二
十
六
日
の
巡
覧
の
様
子
で
あ
る
。

夫
よ
り
真
成
院
・
遍
照
院
を
へ
て
曼
荼
羅
院
に
い
た
る
。
契
沖
法
師
の
住
職

し
給
へ
る
所
と
き
け
ば
、
そ
の
み
は
か
を
と
は
ま
ほ
し
く
、
堂
の
う
し
ろ
の

墓
所
に
い
り
て
見
め
ぐ
ら
す
に
、
み
え
ず
。
此
所
は
地
狭
く
し
て
、
堂
の
緑

の
下
に
石
塔
多
く
た
て
た
り
。
た
づ
ね
わ
び
て
寺
僧
に
と
ふ
に
、
い
か
に
も

こ
、
に
住
職
は
し
給
へ
れ
ど
、
其
墓
は
小
橋
の
円
珠
庵
に
あ
り
て
、
水
戸
家

よ
り
た
て
ら
れ
し
石
碑
あ
り
と
か
た
る
。
名
所
図
会
を
按
ず
る
に
、
東
高
津

町
餌
指
町
と
い
ふ
所
に
、
契
沖
の
墓
あ
り
と
云
。
重
て
た
づ
ぬ
べ
し
。

契
沖
が
住
持
し
て
い
た
曼
荼
羅
院
で
墓
碑
を
探
す
南
畝
で
あ
っ
た
が
、
住
職
か

ら
墓
は
円
珠
庵
に
あ
る
と
の
情
報
を
得
、
さ
ら
に
名
所
図
会
で
確
認
し
、
「
重
て

た
づ
ぬ
べ
し
」
と
し
て
い
る
。
南
畝
が
円
珠
庵
を
訪
れ
る
の
は
そ
の
三
日
後
の
二

十
九
日
で
あ
る
。

餌
指
町
と
い
ふ
所
に
、
円
珠
庵
あ
り
。
こ
、
に
契
沖
法
師
の
墓
あ
り
と
き
、

て
立
い
り
た
る
に
、
庭
に
井
あ
り
。
井
の
辺
に
塔
婆
あ
り
。
水
戸
義
公
契
沖

阿
闇
梨
百
回
忌
と
し
る
せ
り
。
庭
の
戸
口
は
と
ざ
し
て
側
に
五
井
何
某
の
た

て
る
碑
あ
り
。
契
沖
法
師
の
行
状
を
し
る
せ
り
。
庵
主
に
と
ふ
に
、
契
沖
法

師
の
墓
は
い
づ
こ
と
い
へ
ば
、
一
ツ
の
老
尼
出
来
り
て
、
案
内
し
て
扉
を
ひ

ら
く
。
っ
ぽ
の
う
ち
の
草
木
も
た
ゞ
な
ら
ぬ
心
地
す
る
に
、
蒲
公
英
の
花
さ

ァ
ッ
マ
ヤ

き
出
た
り
。
左
に
四
阿
あ
り
。
奥
の
方
に
墓
あ
り
。
契
沖
阿
闇
梨
墓
と
記
せ

り
。
抑
阿
闇
梨
の
事
は
、
は
じ
め
て
勢
語
臆
断
を
よ
み
し
よ
り
、
其
説
の
ひ

ろ
き
、
其
論
の
卓
な
る
事
を
し
れ
り
。
そ
の
、
ち
万
葉
代
匠
記
・
古
今
余
材

抄
の
は
し
つ
か
た
を
う
か
ゞ
ひ
、
河
社
・
雑
記
・
雑
々
記
の
く
さ
ぐ
さ
ま
で

そ
の
下
風
を
し
た
ひ
、
猶
も
安
藤
為
章
の
年
山
記
聞
を
よ
み
て
其
伝
を
し
る

み

は

か

に

事
を
得
た
り
。
け
ふ
い
か
な
る
因
縁
あ
り
て
、
此
み
は
が
り
に
ま
う
づ
る
事

を
得
た
る
と
思
ふ
に
、
涙
ま
づ
落
ぬ
べ
し
。
（
略
）
法
師
の
影
像
の
前
に
ぬ

か
づ
き
、
机
上
に
香
資
を
さ
、
げ
て
帰
り
ぬ
。（
『
直
の
若
葉
』
三
月
二
十
九
日
）

南
畝
は
『
摂
津
名
所
図
会
』
の
情
報
を
主
に
利
用
し
て
訪
碑
し
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
に
『
勢
語
臆
断
』
な
ど
契
沖
の
著
し
た
書
物
や
、
契
沖
の
行
実
を
掲
載
し

た
安
藤
為
章
の
『
年
山
記
聞
』
を
読
ん
で
、
高
い
知
識
を
持
ち
、
ま
た
個
人
的
な

情
を
も
っ
て
訪
碑
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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（
三
）
曲
亭
馬
琴
の
訪
碑

江
戸
の
戯
作
者
で
あ
る
曲
亭
馬
琴
は
、
享
和
二
年
、
上
方
旅
行
で
大
坂
を
訪
れ

た
。
馬
琴
が
来
坂
す
る
一
年
前
に
在
坂
し
、
大
坂
で
文
芸
の
友
を
得
て
い
た
大
田

南
畝
か
ら
、
浄
土
真
宗
常
元
寺
住
持
・
順
宣
律
師
、
医
師
・
馬
田
昌
調
（
天

洋
）
、
婦
人
科
医
・
佐
伯
重
甫
（
蕪
坊
）
、
田
宮
仲
宣
（
慮
橘
庵
）
を
紹
介
し
て
も

(10) 

ら
い
、
名
所
巡
覧
の
折
り
に
は
慮
橘
（
慮
橘
庵
）
こ
と
田
宮
仲
宣
が
同
道
し
て
い

る
。
田
宮
仲
宣
は
雑
識
家
・
文
筆
家
で
あ
り
、
南
畝
と
の
京
坂
市
井
風
俗
に
つ
い

て
の
問
答
書
「
所
以
者
何
」
の
答
者
で
あ
る
。

馬
琴
の
大
坂
巡
覧
は
洪
水
の
影
響
を
受
け
、
他
の
二
人
に
比
べ
て
巡
覧
場
所
は

少
な
い
が
、
七
月
二
十
四
日
か
ら
八
月
五
日
ま
で
の
十
日
間
と
い
う
短
期
間
に
も

関
わ
ら
ず
、
法
善
寺
・
天
満
天
神
・
座
摩
社
・
天
王
寺
（
四
天
王
寺
の
堂
塔
は
享

和
元
年
十
二
月
の
火
災
に
よ
り
消
失
）
•
新
清
水
寺
•
生
玉
明
神
社
・
高
津
社
・

一
心
寺
・
住
吉
と
、
こ
の
時
期
の
大
坂
の
主
な
名
所
を
巡
覧
し
て
い
る
。
旅
行
中

の
見
聞
は
『
器
旅
漫
録
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に
『
蓑
笠
雨
談
」
と
題
し

て
編
纂
し
、
享
和
四
年
に
刊
行
し
て
い
る
（
後
に
改
題
『
著
作
堂
一
夕
話
」
弘
化

五
年
刊
）
。
『
腰
旅
漫
録
」
崖
言
か
ら
解
説
す
る
と
「
古
人
の
略
伝
、
墓
誌
、
珍

書
、
風
俗
の
異
体
、
方
言
、
妓
院
、
雑
劇
、
年
中
行
事
の
異
同
、
名
所
古
逃
、
古

つ
い
で

人
の
墨
跡
等
」
を
記
し
、
「
序
を
得
ず
一
覧
せ
ず
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
処
を
探
得

た
る
古
墳
等
は
し
る
せ
る
も
あ
り
」
と
、
旅
行
中
に
見
聞
し
た
こ
と
、
ま
た
、
実

際
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
古
人
の
墓
所
な
ど
も
記
述
し
て
い
る
。
『
羅
旅

漫
録
』
、
『
著
作
堂
一
夕
話
』
を
も
と
に
馬
琴
の
墓
碑
探
訪
を
抜
き
出
し
て
み
よ

、つ

享
和
二
年
(
-
八
0
二
）

七
月
二
十
七
日

〈
慮
橘
同
道

干
日
〉

そ
の
他
探
訪
日
不
明

法
善
寺
・
ニ
代
目
竹
本
義
太
夫
墓
、
並
木
正
三
（
初
代
）
墓

二
十
七
日
探
訪
か

円
珠
庵
・
契
沖
墓
、
家
隆
卿
の
碑
、
新
清
水
下
・
鯛
屋
貞
柳
（
油
煙

斎
）
碑

晦
日
探
訪
か

難
波
御
堂
・
椀
久
（
椀
屋
久
右
衛
門
）
奉
納
の
手
水
鉢

ま
た
そ
の
他
に
、
実
際
に
訪
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
近
松
門
左
衛
門

の
『
心
中
天
網
島
』
の
題
材
と
な
っ
た
大
長
寺
の
紙
屋
治
兵
衛
・
小
春
の
墓
、
寺

町
実
相
寺
の
椀
久
の
墓
、
戦
国
時
代
・
堺
の
茶
人
で
あ
る
武
野
紹
鵬
と
千
家
の
墓

や
、
江
戸
前
期
の
豪
商
で
、
胴
所
処
分
を
う
け
た
淀
屋
辰
五
郎
奉
納
の
手
水
鉢
に

つ
い
て
も
そ
の
場
所
を
記
述
し
て
い
る
。

馬
琴
に
と
っ
て
大
坂
に
お
け
る
訪
碑
は
、
「
大
坂
に
て
よ
き
も
の
一
―
―
ツ
。

オ
ホ
ア
キ
ヒ
ト

良
買
、
海
魚
、
石
塔
」
（
『
覇
旅
漫
録
』
〔
百
四
〕
大
坂
市
中
の
総
評
）
と
述
べ
る

よ
う
に
、
石
塔
、
す
な
わ
ち
墓
碑
は
印
象
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
慮
橘
と

同
道
に
て
古
墓
を
た
づ
ぬ
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
古
人
の
墓
碑
探
訪
を

大
坂
市
中
巡
覧
の
一
目
的
と
し
て
い
た
。
訪
碑
の
際
に
は
南
畝
に
紹
介
さ
れ
た
田

墓

七
月
晦
日
誓
願
寺
・
西
鶴
墓
、
下
寺
町
浄
国
寺
・
タ
霧
墓
、

〈
慮
橘
同
道
に
て
古
墓
探
訪

生
玉
明
神
・
高
津
社
・
一
心
寺
〉

一
心
寺
•
本
多
忠
朝

水
鉢
は
見
得
ず
）
↓
座
摩
社
〉

千
日
寺
前
・
種
々
の
墓
（
河
豚
を
く
ら
ひ
て
死
し
た
る
人
の
墓
・
博
徒

の
墓
）
、
乞
食
女
六
が
墓
、
美
濃
屋
三
勝
墓

七
月
二
十
八
日
〈
大
坂
御
城
大
手
先
徘
徊
↓
天
満
天
神
（
淀
屋
辰
五
郎
奉
納
の
手
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宮
仲
宣
を
案
内
役
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
次
に
み
る
よ
う
に
同
道
の
慮
橘

だ
け
で
な
く
、
慮
橘
と
同
じ
く
南
畝
と
交
流
の
あ
っ
た
泉
屋
雨
柳
（
泉
屋
真
兵
衛

(11) 

・
銅
の
問
丸
）
か
ら
も
度
々
情
報
を
得
て
い
る
。

泉
屋
雨
柳
の
話
に
。
椀
久
が
墓
は
大
坂
八
丁
目
寺
町
実
相
寺
本
堂
東
南
の
方

に
あ
り
。
墓
誌

宗
達
之
墓
（
略
）
延
宝
年
中
に
没
し
ぬ
。
墓
の
傍
に
松
あ

り
と
い
ふ
。
予
こ
の
こ
と
を
大
坂
出
立
の
朝
き
、
ぬ
。
ゆ
ゑ
に
実
相
寺
に
た

づ
ね
ゆ
き
て
う
つ
し
来
る
こ
と
を
得
ず
。
尤
う
ら
み
と
す
。

（
『
輯
旅
漫
録
』
〔
九
十
二
〕
椀
久
奉
納
の
手
水
鉢
）

淀
屋
辰
五
郎
が
奉
納
の
手
水
鉢
。
天
満
天
神
の
華
表
の
傍
に
あ
る
よ
し
雨
柳

の
話
な
り
。
予
天
満
へ
参
り
し
日
は
こ
の
事
を
し
ら
ず
。
大
坂
出
立
の
日
に

聞
ぬ
。
故
に
終
に
う
つ
し
来
ら
ず
。
椀
久
が
墓
と
辰
五
郎
が
奉
納
の
手
水
鉢

を
見
ざ
る
こ
と
。
旅
中
の
遺
恨
な
り
。
こ
の
手
水
鉢
の
こ
と
そ
の
後
大
坂
木

津
屋
政
五
郎
に
消
息
し
て
穿
堅
せ
し
に
。
絶
て
な
し
と
い
へ
り
。
木
津
屋
は

天
満
の
人
に
て
。
神
人
と
し
た
し
く
交
れ
ば
聞
も
ら
せ
し
に
は
あ
る
べ
か
ら

ず
。
（
『
羅
旅
漫
録
』
〔
九
十
六
〕
淀
屋
辰
五
郎
奉
納
の
手
水
鉢
の
噂
）

「
椀
久
が
墓
と
辰
五
郎
が
奉
納
の
手
水
鉢
を
見
ざ
る
こ
と
。
旅
中
の
遺
恨
な
り
」

と
述
べ
、
そ
れ
ら
を
見
物
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
や
ん
で
い
る
。
ま
た
淀
屋
辰

五
郎
の
手
水
鉢
に
つ
い
て
は
、
木
津
屋
政
五
郎
に
探
索
を
依
頼
し
、
後
日
情
報
を

得
て
い
た
。
馬
琴
が
石
碑
に
執
着
し
て
い
た
様
子
は
次
の
文
章
か
ら
も
う
か
が
え

る。

椀
久
が
奉
納
の
手
水
鉢
は
。
大
坂
東
門
跡
か
け
し
よ
書
院
の
庭
に
あ
り
。
所

縁
あ
ら
ざ
る
も
の
は
見
が
た
し
。
大
坂
の
人
も
し
ら
ざ
る
も
の
多
か
り
し
に

去
年
杏
花
翁
は
じ
め
て
見
出
さ
る
。
こ
れ
よ
り
し
て
人
こ
れ
を
し
り
ぬ
。
今

書
院
普
請
最
中
な
り
。
庭
あ
れ
て
手
水
鉢
叢
の
中
に
あ
り
。
則
ち
こ
れ
を
摺

る
に
石
面
あ
ら
い
し
な
れ
ば
墨
つ
か
ず
。
も
ん
じ
お
ぽ
ろ
げ
な
り
。
も
っ
と

も
う
ら
む
べ
し
。

（
『
器
旅
漫
録
』
〔
九
十
二
〕
椀
久
奉
納
の
手
水
鉢
）

「
椀
久
」
は
大
坂
堺
筋
の
町
人
椀
屋
久
右
衛
門
。
遊
興
か
ら
破
滅
の
一
途
を
た

ど
っ
た
顛
末
は
、
西
鶴
の
浮
世
草
子
『
椀
久
一
世
の
物
語
』
と
し
て
貞
享
二
年

（
一
六
八
五
年
）
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
貞
享
元
年
の
大
和
屋
甚
兵
衛
に
よ

る
椀
久
狂
言
を
は
じ
め
、
以
後
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
な
ど
で
椀
久
も
の
と
し
て
芝
居

の
題
材
に
な
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
馬
琴
は
「
こ
れ
を
摺
る
に
石
面
あ
ら
い
し

な
れ
ば
墨
つ
か
ず
」
と
苦
労
し
な
が
ら
手
水
鉢
の
拓
本
を
取
っ
て
お
り
、
帰
京
後

は
「
予
墨
本
と
し
て
山
東
主
人
に
お
く
る
」
と
、
山
東
京
伝
に
そ
の
墨
本
を
お
く

(12) 

っ
て
い
る
。

以
上
、
明
和
・
安
永
期
の
池
田
正
樹
、
享
和
期
の
大
田
南
畝
・
曲
亭
馬
琴
の
訪

碑
状
況
を
み
て
き
た
。
池
田
正
樹
の
訪
碑
地
は
、
大
坂
市
中
と
そ
の
郊
外
、
ま
た

和
泉
•
河
内
に
ま
で
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、
大
坂
夏
の
陣
の
戦
跡
巡
り
や
古
塚

巡
り
が
主
で
あ
っ
た
。
南
畝
は
『
摂
津
名
所
図
会
』
を
手
引
き
に
記
載
の
場
所
を

巡
覧
し
て
お
り
、
ま
た
さ
ら
に
、
自
分
の
知
識
が
掃
苔
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
南
畝
・
馬
琴
と
も
に
文
芸
に
関
わ
る
性
格
か
ら
か
、
大
坂

文
芸
界
の
先
人
の
墓
や
芝
居
の
題
材
と
な
っ
た
人
物
の
墓
を
も
訪
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
坂
の
名
所
を
案
内
し
た
出
版
物
を
参
考
に
し
て
い
る
こ

と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
池
田
正
樹
は
大
坂
の
名
所
見
物
に
あ
た
っ
て
『
摂

陽
群
談
』
（
元
禄
十
一
年
刊
）
や
『
和
漢
三
才
図
会
』
（
正
徳
二
年
自
序
）
、
『
摂
津

志
』
（
享
保
二
十
年
）
や
『
難
波
丸
』
（
『
改
訂
増
補
難
波
丸
網
目
」
延
享
五
年
刊
）

（
四
）
小
括
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る。

難
波
の
御
堂
の
御
座
敷
み
ん
と
て
ゆ
く
。
御
堂
の
役
人
原
田
瀬
兵
衛
と
い
ふ

に
案
内
し
て
、
（
略
）
此
書
院
の
前
な
る
石
の
手
水
鉢
に
銘
あ
り
。

正
保
三
年

椀
屋
久
右
衛
門

寄
進
十
二
月
九
日

廿

日

陰

(13) 

な
ど
の
地
誌
を
情
報
源
に
し
て
お
り
、
南
畝
の
記
述
に
も
『
摂
津
名
所
図
会
』

（
寛
政
八
年
・
十
年
）
を
は
じ
め
『
摂
陽
群
談
』
や
『
摂
津
志
』
、
『
難
波
丸
』
ほ

か
「
難
波
鑑
』
（
延
宝
八
年
刊
）
、
『
畿
内
治
河
記
』
『
泉
州
志
』
『
堺
鑑
』
が
み
え

る
。
今
回
詳
細
に
は
検
討
で
き
な
か
っ
た
が
、
訪
碑
行
為
は
こ
の
よ
う
な
地
誌
・

名
所
案
内
記
に
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

池
田
正
樹
、
大
田
南
畝
、
曲
亭
馬
琴
の
訪
碑
状
況
を
上
記
に
み
た
。
そ
の
訪
碑

行
為
は
地
誌
や
名
所
案
内
記
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
そ
の
一
方
で
、
地
誌
や
名
所

案
内
記
に
情
報
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
、
自
分
の
知
識
に
即
し
て
墓
碑
を
探

訪
し
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
。

先
述
の
馬
琴
に
よ
る
椀
久
奉
納
手
水
鉢
の
記
事
に
は
「
大
坂
の
人
も
し
ら
ざ
る

も
の
多
か
り
し
に
去
年
杏
花
翁
（
南
畝
）
は
じ
め
て
見
出
さ
る
。
こ
れ
よ
り
し
て

人
こ
れ
を
し
り
ぬ
」
と
あ
り
、
馬
琴
訪
碑
の
一
年
前
に
大
田
南
畝
が
「
発
見
」
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
南
畝
『
蔵
の
若
葉
』
の
記
述
を
見
る
と
以
下
の
よ
う
に
あ

小
雨

二
、
来
坂
者
に
よ
る
探
訪
と
発
見

と
あ
り
。
此
椀
屋
久
右
衛
門
は
、
松
山
と
い
へ
る
遊
女
に
な
じ
み
て
身
を
は

た
せ
り
。
世
に
い
は
ゆ
る
椀
久
な
り
。
長
さ
七
尺
四
五
寸
、
は
ゞ
三
尺
余
と

も
み
ゆ
る
四
角
な
る
手
水
鉢
な
り
。

（
『
蔵
の
若
葉
』
享
和
元
年
五
月
二
十
日
）

こ
の
手
水
鉢
は
、
椀
久
の
父
親
、
つ
ま
り
先
代
の
椀
屋
久
右
衛
門
の
奉
納
で
あ

(14) 

る
こ
と
を
後
に
馬
琴
が
記
し
て
い
る
が
、
江
戸
か
ら
来
た
南
畝
や
馬
琴
が
土
地
の

人
間
も
認
識
し
て
い
な
い
椀
久
の
手
水
鉢
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

さ
ら
に
、
来
坂
者
に
よ
る
大
坂
著
名
人
墓
碑
探
訪
を
み
て
み
よ
う
。

七
月
晦
日
慮
橘
と
同
道
に
て
古
墓
を
た
づ
ぬ
。
は
か
ら
ず
西
鶴
が
墓
に
謁

す
。
寺
僧
も
こ
れ
を
し
ら
ざ
り
し
様
子
な
り
。
花
筒
に
花
あ
り
。
寺
の
男
に

何
も
の
が
手
向
け
た
る
と
問
ふ
に
、
無
縁
の
墓
へ
は
寺
よ
り
折
々
花
を
た
っ

る
と
い
ふ
。
（
『
羅
旅
漫
録
』
〔
九
十
一
〕
西
鶴
が
墓
誌
）

二
代
め
義
太
夫
が
墓
は
千
日
寺
に
あ
り
。
則
国
字
を
以
て
略
伝
を
し
る
せ

り
。
文
中
に
元
祖
義
太
夫
が
伝
も
少
し
の
せ
た
り
。
（
略
）
元
祖
義
太
夫
が

墓
は
し
る
人
な
し
。
予
正
三
を
訪
ふ
て
近
松
が
墓
所
を
問
ふ
に
正
三
も
し
ら

（
『
羅
旅
漫
録
』
〔
九
十
〕
近
松
門
左
衛
門
が
伝
）

ず。

井
原
西
鶴
・
竹
本
義
太
夫
・
近
松
門
左
衛
門
の
墓
に
つ
い
て
の
馬
琴
の
記
述
で

あ
る
が
、
寺
町
の
誓
願
寺
に
あ
る
西
鶴
の
墓
は
寺
僧
に
も
そ
れ
と
知
ら
れ
て
は
い

な
か
っ
た
。
初
代
義
太
夫
の
墓
に
つ
い
て
は
、
実
際
は
『
摂
津
名
所
図
会
』
巻
二

で
、
聖
徳
太
子
が
経
を
納
め
た
と
い
う
「
土
塔
宮
古
跡
」
の
項
目
の
末
尾
に
「
竹

本
義
太
夫
の
墓
此
寺
に
あ
り
」
と
短
く
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
馬

琴
が
「
元
祖
義
太
夫
が
墓
は
し
る
人
な
し
」
と
す
る
よ
う
に
名
所
図
会
に
掲
載
さ

れ
て
い
て
も
、
一
般
に
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
狂
言
作
者
で
あ
る

二
代
目
並
木
正
三
も
近
松
の
墓
の
所
在
を
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
馬
琴
訪
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碑
時
点
で
近
松
門
左
衛
門
の
墓
が
実
際
に
建
立
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら

な
い
が
、
世
間
一
般
、
ま
た
文
芸
の
世
界
に
身
を
置
く
も
の
に
と
っ
て
も
、
近
松

の
墓
や
義
太
夫
に
注
目
し
、
積
極
的
に
認
識
す
る
向
き
が
な
か
っ
た
と
い
え
よ

こ
こ
で
【
表
1
】
を
再
度
確
認
し
た
い
。
寛
政
八
年
・
十
年
刊
の
『
摂
津
名
所

図
会
』
に
は
、
近
松
門
左
衛
門
や
井
原
西
鶴
の
墓
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
く
、
馬

琴
の
記
録
に
あ
る
よ
う
に
、
近
松
の
墓
に
つ
い
て
は
所
在
を
知
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
安
政
年
間
の
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
に
は
近
松
の
墓
を
は
じ

め
、
西
鶴
の
墓
な
ど
の
墓
碑
が
多
数
記
さ
れ
て
い
る
。
馬
琴
の
在
坂
当
時
に
は
注

目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
近
松
の
墓
、
ま
た
認
識
が
薄
か
っ
た
初
代
竹
本
義
太
夫
の

墓
や
西
鶴
の
墓
は
、
五
十
年
余
り
後
の
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
に
は
は
っ
き
り

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
五
十
年
余
り
の
間
に
、
こ
れ
ら
の
墓
が
発
見
さ
れ
た

の
か
、
ま
た
そ
の
後
に
建
立
さ
れ
た
の
か
本
論
で
は
検
討
で
き
な
い
が
、
南
畝
や

馬
琴
の
訪
碑
行
為
を
含
め
、
寛
政
の
『
摂
津
名
所
図
会
』
刊
行
と
安
政
の
『
摂
津

名
所
図
会
大
成
』
の
間
に
、
こ
の
よ
う
な
墓
碑
に
注
目
す
る
契
機
が
生
ま
れ
る
何

ら
か
の
変
化
が
あ
っ
た
と
み
た
い
。

以
上
、
明
和
・
安
永
期
か
ら
享
和
期
に
大
坂
を
訪
れ
た
池
田
正
樹
・
大
田
南
畝

・
曲
亭
馬
琴
の
記
録
か
ら
、
そ
の
訪
碑
行
為
を
引
き
出
し
検
討
し
た
。
結
論
を
要

約
す
れ
ば
、
第
一
に
『
摂
津
名
所
図
会
』
刊
行
前
後
の
掃
苔
行
為
か
ら
は
、
『
摂

津
名
所
図
会
』
が
掃
苔
行
為
に
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
安
永
九

年
（
一
七
八
0
年
）
に
は
名
所
図
会
も
の
の
喘
矢
『
都
名
所
図
会
』
が
刊
行
さ

゜
、つ

二
、
お
わ
り
に

3
 
2
 

注(
l
 

れ
、
そ
の
摂
津
国
版
と
し
て
「
摂
津
名
所
図
会
』
が
寛
政
八
年
・
十
年
に
刊
行
さ

れ
た
ほ
か
、
安
永
期
か
ら
寛
政
期
は
、
大
坂
に
お
け
る
地
誌
出
版
の
流
れ
の
中
で

は
第
一
一
次
の
隆
盛
期
に
あ
っ
た
。
正
樹
と
南
畝
・
馬
琴
の
間
に
は
「
名
所
図
会
」

刊
行
と
い
う
出
版
界
の
大
き
な
画
期
が
あ
る
が
、
彼
ら
は
名
所
巡
覧
へ
の
関
心
が

高
ま
る
時
期
に
在
坂
し
、
名
所
巡
覧
や
掃
苔
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
寛
政
期
の
『
摂
津
名
所
図
会
』
と
安
政
期
の
『
摂
津
名
所
図
会
大

成
』
の
間
に
は
、
墓
碑
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
な
「
掃
苔
文
化
」
の
変
化
が
あ
っ
た

と
み
る
が
、
そ
の
間
の
動
き
と
し
て
、
大
坂
で
は
積
極
的
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い

墓
碑
が
、
江
戸
か
ら
の
来
訪
者
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
は
地
域
の
外
か
ら
の
来
訪
し
た
人
の
知
識
や
興
味
、
す
な
わ
ち
「
外
部
か
ら

の
視
線
」
が
、
地
域
に
お
け
る
墓
碑
認
識
の
契
機
と
な
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い

こ
の
よ
う
な
外
部
か
ら
の
注
目
が
地
域
の
中
で
ど
の
よ
う
に
展
開
し
、
安
政
期

の
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
や
『
浪
華
名
家
墓
所
集
』
の
編
纂
に
繋
が
っ
た
の
か

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

る。

長
友
千
代
治
「
暁
鐘
成
」
（
『
近
冊
上
方
作
家
・
書
罪
研
究
」
東
京
堂
出
版
、

九
九
四
年
）
。

川
崎
市
蔵
「
明
治
の
掃
苔
家
林
旧
竹
」
（
『
日
本
古
書
通
信
」
第
六
六
二
号
、

一
九
八
四
年
九
月
）
。

青
木
美
智
男
「
地
域
文
化
の
生
成
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
15
近
世
5
』
岩
波

書
店
、
一
九
九
五
年
）
。

羽
賀
祥
二
『
史
蹟
論
ー
十
九
世
紀
日
本
の
地
域
社
会
と
歴
史
意
識
ー
』
名
古
屋

大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
。

櫻
井
進
「
分
裂
す
る
江
戸
の
無
意
識
」
（
別
冊
宝
島
編
集
部
絹
『
江
戸
の
真
実
」
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宝
島
社
、
二
0
0
0
年）。

青
柳
周
一
『
富
岳
旅
百
二
平
—
観
光
地
域
史
の
試
み
ー
』
角
川
書
店
、
二
0
0

ニ

年。青
柳
周
一
「
近
世
後
期
の
絵
図
・
地
誌
作
成
と
「
旅
行
文
化
」
［
近
江
の
旅
行
史

関
係
史
料
か
ら
［
」
（
『
民
衆
史
研
究
』
第
六
十
七
号
、
―

1
0
0
四
年
）
。

青
柳
氏
は
「
観
光
地
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
地
域
の
立
場
か
ら
検
討
し
、
ま
た

旅
行
者
が
地
域
に
及
ぽ
す
影
響
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

白
井
哲
哉
『
日
本
近
世
地
誌
編
纂
史
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
0

0
四
年
。

多
治
比
郁
夫
「
難
波
噺
解
題
」
（
『
随
筆
百
花
苑
」
第
十
四
巻
、
中
央
公
論
社
、

一
九
八
一
年
、
四
二
三
1
四
二
六
頁
）
。

木
村
兼
蔑
堂
と
池
田
正
樹
の
談
話
に
つ
い
て
は
、
中
村
真
一
郎
『
木
村
兼
股
堂

の
サ
ロ
ン
』
新
潮
社
、
―

1
0
0
0
年
、
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

引
用
本
に
は
「
十
月
六
日
」
と
あ
る
が
、
前
後
の
記
述
よ
り
九
月
六
日
の
誤
り

と
判
断
し
た
。

飯
倉
洋
一
「
大
田
南
畝
の
在
阪
生
活
」
（
高
田
衛
絹
『
共
同
研
究
秋
成
と
そ
の
時

代
』
勉
誠
社
、
一
九
九
四
年
、
一
五
五
頁
）
。

大
田
南
畝
『
杏
園
間
筆
』
（
享
和
二
年1
文
化
六
年
）
の
河
内
•
朝
鮮
西
瓜
の
一

話
に
は
「
池
田
氏
、
難
波
話
に
見
ゆ
」
と
あ
り
、
南
畝
は
池
田
正
樹
の
『
難
波

噺
』
を
読
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
南
畝
『
一
話
一
言
』
巻
一
（
安
永

四
年
1
七
年
に
執
筆
）
に
は
、
「
本
多
出
雲
守
井
家
来
討
死
の
石
塔
」
と
し
て
一

心
寺
の
本
多
忠
朝
の
石
碑
を
図
入
り
で
記
し
、
図
中
に
「
池
田
正
樹
」
、
文
末
に

「
菊
池
翁
記
」
と
あ
り
、
来
坂
以
前
に
正
樹
の
『
難
波
噺
』
か
ら
大
坂
の
情
報
を

得
て
い
た
。

「
解
説
・
蓋
の
若
葉
」
（
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
八
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六

年
、
七
0
三
頁
）
。

書
簡
四
十
三
「
五
月
六
日
常
元
寺
・
馬
田
昌
調
・
佐
伯
重
甫
・
田
宮
由
蔵
（
仲

宣
）
宛
（
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
十
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
七
六
ー

七
七
頁
）
。

『
蘊
の
若
葉
』
（
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
八
巻
、
岩
波
書
店
、

六
頁
）
。

一
九
八
六
年
、
二
五

引
用
史
料

『
難
波
噺
J

(
『
随
筆
百
花
苑
』
第
十
四
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）
。

『
蔑
の
若
葉
』
（
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
八
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）
。

『
羅
旅
漫
録
』
（
『
日
本
随
筆
大
成
』
〈
第
一
期
〉
一
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
。

『
著
作
堂
一
夕
話
』
（
『
日
本
随
筆
大
成
』
〈
第
一
期
〉
十
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）
。

『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
（
『
浪
速
叢
書
』
巻
七
、
巻
八
、
名
著
出
版
、
一
九
七
八
年
）
。
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『
著
作
堂
一
夕
話
』
（
『
日
本
随
筆
大
成
』
〈
第
一
期
〉
一

0
、
吉
川
弘
文
館
、

九
七
五
年
、
三
六
四
頁
）
。

渡
邊
忠
司
『
大
坂
見
聞
録
」
東
方
出
版
‘
―

1
0
0
一
年
、
ニ
―
―
頁
）
。

曲
亭
馬
琴
「
返
魂
餘
紙
別
集
」
に
「
或
人
云
、
こ
は
穎
客
の
名
だ
、
る
椀
久
に

は
あ
る
べ
か
ら
ず
、
そ
の
親
の
椀
久
が
寄
進
せ
し
も
の
な
ら
ん
と
い
へ
り
。
歳

月
を
推
し
考
ふ
れ
ば
さ
も
あ
る
べ
し
」
と
あ
る
。
（
木
崎
愛
吉
『
大
日
本
金
石

史
』
第
五
巻
、
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
二
年
よ
り
）
。

（
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
薄
士
課
程
後
期
課
程
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